
書

評

井
野
瀬
久
美
恵
著

『
植
民
地
経
験
の
ゆ
く
え

ー
ア
リ
ス
・
グ
リ
ー
ン
の
サ
ロ
ン
と
世
紀
転
換
期
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
英
帝
国
一
』

堀
　
内
　
隆
　
行

　
魍
大
英
帝
国
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
か
ら
』
、
『
子
ど
も
た
ち
の
大
英

帝
国
』
（
文
庫
版
『
フ
ー
リ
ガ
ン
と
呼
ば
れ
た
少
年
た
ち
』
）
、
『
女
た
ち
の
大

英
帝
国
臨
、
『
黒
入
王
、
白
入
王
に
謁
見
す
』
、
…
…
。
一
九
一
二
〇
世
紀
転

換
期
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
つ
い
て
、
井
野
瀬
久
美
恵
氏
が
こ
れ
ま
で
魚
彩
豊

か
な
作
品
の
数
々
を
提
示
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
改
め
て
説
明
す
る
ま
で

も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
氏
が
既
発
表
論
文
数
本
を
加
筆
、
修
正
し
ま
と
め
ら

れ
た
の
が
、
本
書
『
植
民
地
経
験
の
ゆ
く
え
魅
で
あ
る
。
九
・
一
～
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
、
…
…
と
連
鎖
す
る
昨
今
の
国
際
情
勢
は
、
「
帝
国
」

の
再
検
討
が
事
態
を
読
み
解
く
鍵
の
一
つ
と
な
る
、
と
い
う
共
通
認
識
を
生

み
出
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
帝
国
論
」
の
多
く
は
類
型
論
的
、

抽
象
的
で
あ
り
、
個
々
の
人
間
が
帝
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
と
り
結
ん
で
い
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
は
対
応
し
て
い
な
い
。

本
書
の
意
義
は
な
か
ん
ず
く
、
か
か
る
観
点
に
お
い
て
一
般
の
帝
国
論
に
一

石
を
投
じ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

序第
一
章
　
帝
国
再
考
一
植
民
地
経
験
を
問
う
意
味

第
二
章
　
ロ
ン
ド
ン
の
サ
ロ
ン
文
化

第
三
章
　
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
メ
ア
リ
・
キ
ン
グ
ズ
リ

第
四
章
　
メ
ア
リ
・
キ
ン
グ
ズ
リ
を
追
悼
す
る

　
　
　
　
　
ー
ア
フ
リ
カ
協
会
の
設
立
と
そ
の
変
質
－

第
五
章
女
た
ち
の
南
ア
フ
リ
カ
戦
争

第
六
章
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
の
「
創
造
」

　
　
　
　
　
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
を
書
き
換
え
る
1

結
び
に
か
え
て
ー
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
へ
の
道
一

　
序
は
、
一
枚
の
集
合
写
真
を
め
ぐ
る
印
象
的
な
書
き
出
し
に
は
じ
ま
る
。

写
真
に
写
る
メ
ア
リ
・
キ
ン
グ
ズ
リ
は
一
九
世
紀
末
、
西
ア
フ
リ
カ
を
旅
し

た
が
、
そ
の
旅
は
行
政
官
、
宣
教
師
、
商
人
な
ど
の
「
文
明
化
」
志
向
と
性

格
が
異
な
っ
て
い
た
。
「
西
ア
フ
リ
カ
で
の
経
験
を
つ
う
じ
て
大
き
く
変
貌

し
た
の
は
、
彼
女
が
出
会
っ
た
西
ア
フ
リ
カ
の
人
び
と
や
彼
ら
の
社
会
で
は

な
く
、
彼
女
自
身
で
あ
り
、
し
か
も
旅
の
な
か
で
、
彼
女
は
、
西
ア
フ
リ
カ

と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
び
と
を
、
イ
ギ
リ
ス
（
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
）
に

よ
る
『
文
明
化
臨
か
ら
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
」
（
一
四
頁
）
。
こ
う
し
た
メ
ア
リ
の
西
ア
フ
リ
カ
経
験
を
引
き
継
ぐ
の

が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
家
J
・
R
・
グ
リ
ー
ン
の
妻
で
あ
っ
た
ア
リ
ス
・
グ

リ
ー
ン
で
あ
る
。
ア
リ
ス
は
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
自
身
ア
フ
リ
カ
を
「
経
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評書

験
」
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ま
で
も
再
構
築
し
て
い
っ
た
。
本
書
の
課
題

は
以
上
の
、
「
メ
ア
リ
・
キ
ン
グ
ズ
リ
か
ら
ア
リ
ス
・
グ
リ
ー
ン
へ
と
つ
づ

く
植
民
地
経
験
を
基
軸
に
、
世
紀
転
換
期
と
い
う
時
代
、
大
英
帝
国
と
い
う

空
間
を
再
考
」
（
一
六
頁
）
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
一
章
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
」
（
市
民
で
あ
る
こ
と
）
に
関
す
る
先
行
研
究
を
個
別
に
検
討
し
、
本
書

の
基
本
的
関
心
が
、
本
国
人
に
対
す
る
植
民
地
経
験
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
問
題

に
あ
る
こ
と
を
明
確
化
す
る
。
ま
ず
、
中
心
（
イ
ギ
リ
ス
）
が
周
縁
（
植
民

地
）
に
与
え
た
影
響
を
静
的
、
肯
定
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
、
イ
ギ
リ
ス
人

の
「
恵
み
深
き
帝
国
」
と
い
う
藷
り
の
現
状
を
示
し
つ
つ
、
こ
の
傾
向
に
異

議
申
し
立
て
を
し
て
き
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
研
究
史
を
振
り

返
る
。
従
来
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
歴
史
叙
述
は
女
性
不
在
で
あ
る
か
、
イ
ギ

リ
ス
人
女
性
（
と
く
に
行
政
官
の
妻
）
を
極
端
な
入
玉
差
別
主
義
者
と
し
て

描
く
か
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
一
九
八
○
年
代
、
メ
ア

リ
・
キ
ン
グ
ズ
リ
の
よ
う
な
「
レ
デ
ィ
・
ト
ラ
ヴ
ェ
ラ
ー
」
の
存
在
を
軸
に

見
直
し
が
は
じ
ま
る
が
、
そ
こ
で
は
帝
国
主
義
と
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
独
特

の
「
女
性
ら
し
さ
」
と
の
緊
張
関
係
が
問
題
と
な
っ
た
。
今
日
で
は
、
性
器

切
除
な
ど
の
慣
習
に
つ
い
て
現
地
の
女
性
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
、
イ
ギ
リ

ス
人
女
性
の
「
母
性
帝
国
主
義
」
も
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
母

性
帝
国
主
義
に
つ
い
て
本
書
は
、
現
地
女
性
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
人
女
性

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
構
築
に
与
え
た
影
響
に
注
目
す
る
必
要
を
説
く
。
と

く
に
、
全
体
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ア
リ
ス
・
グ
リ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
グ

ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
）
と
な
る
こ

と
が
重
要
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
諸
点
を
ふ
ま
え
て
、
議
論
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
シ
テ
イ
ズ
ン

シ
ッ
プ
の
問
題
に
移
る
。
ま
ず
、
帝
国
の
消
滅
、
E
U
の
成
立
と
と
も
に

「
イ
ギ
リ
ス
入
」
が
陥
っ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
の
現
状
と

対
比
し
つ
つ
、
一
九
－
二
〇
世
紀
転
換
期
を
選
挙
法
改
正
な
ど
、
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
が
争
点
と
な
っ
た
時
代
と
把
握
す
る
。
た
だ
し
帝
国
と
、
女
性
の

シ
テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
の
関
係
を
論
じ
る
と
き
は
、
植
民
地
に
与
え
た
文
化

的
、
道
徳
的
な
影
響
力
を
強
調
す
る
母
性
帝
国
主
義
、
恵
み
深
き
帝
国
、
あ

る
い
は
「
博
愛
主
義
の
帝
国
」
の
構
図
に
絡
め
と
ら
れ
な
い
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
そ
こ
で
本
書
は
、
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ー
ン
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ホ
ー
ル
な

ど
の
研
究
を
紹
介
し
つ
つ
、
「
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
い
う
中
心
（
メ
ト
ロ
ポ
ー

ル
）
が
植
民
地
と
の
か
か
わ
り
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
（
五
六

頁
）
を
認
識
す
る
必
要
を
説
く
。
こ
と
に
ア
リ
ス
と
メ
ア
リ
は
、
「
選
挙
権

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
確
保
す
る
以
外
の
か
た
ち
で
、
『
市
民
』
と
し
て
の
自
分
を
表
現
し
よ
う

と
し
た
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
女
性
」
（
五
七
一
五
八
頁
、
傍
点
原
文
）
と
し
て
、

格
好
の
分
析
対
象
と
な
る
。
本
書
は
以
下
、
ア
リ
ス
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
執

筆
（
一
九
〇
八
年
の
魍
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
形
成
と
解
体
』
な
ど
）
に
、
メ
ア

リ
と
ア
リ
ス
自
身
の
ア
フ
リ
カ
経
験
が
ど
う
作
用
し
た
か
を
解
明
し
て
い
く
。

　
第
二
章
は
、
甥
の
執
筆
依
頼
、
資
料
提
供
に
も
と
つ
く
ア
リ
ス
・
グ
リ
ー

ン
の
伝
記
（
一
九
六
七
年
）
を
「
解
体
」
し
つ
つ
、
そ
の
サ
ロ
ン
の
性
格
を

検
討
す
る
。
一
八
八
三
年
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
家
の
炎
」
・
R
・
グ
リ
ー
ン

と
死
別
し
て
ま
も
な
く
、
ア
リ
ス
は
ロ
ン
ド
ン
の
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
・
ス
ク
ェ

ア
　
四
番
地
に
あ
っ
た
自
宅
に
サ
ロ
ン
を
開
く
。
当
初
、
サ
ロ
ン
の
ゲ
ス
ト

は
大
半
が
亡
き
夫
の
友
人
の
歴
史
家
、
出
版
者
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
対
応

し
て
、
ア
リ
ス
も
亡
夫
の
著
作
の
編
集
・
改
訂
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
の
執
筆

に
活
動
の
中
心
を
お
い
て
い
た
。
し
か
し
、
ア
リ
ス
は
そ
う
し
た
立
場
に
満

足
せ
ず
、
と
く
に
八
四
年
、
ガ
ー
ト
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
の
校
長
就
任
に
失
敗
し
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て
以
降
は
、
「
人
格
と
知
性
を
つ
う
じ
た
社
会
貢
献
の
場
と
し
て
私
的
空
間

で
あ
る
サ
ロ
ン
を
捉
え
、
…
…
『
自
分
の
サ
ロ
ン
匝
を
模
索
」
（
九
六
頁
）

す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
サ
ロ
ン
の
ゲ
ス
ト
も
、
社
会
改
革
と
「
帝
国

へ
の
貴
務
」
を
主
張
す
る
自
由
党
の
若
手
議
員
、
あ
る
い
は
ベ
ア
ト
リ
ス
・

ウ
ェ
ッ
ブ
な
ど
の
フ
ェ
ビ
ア
ン
社
会
主
義
者
に
シ
フ
ト
し
た
。
更
に
九
四
年

に
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
J
・
F
・
テ
イ
ラ
ー
も
サ
ロ

ン
に
頻
繁
に
出
入
り
す
る
こ
と
と
な
る
。
先
述
の
伝
記
等
は
、
こ
の
テ
イ

ラ
ー
の
存
在
が
ア
リ
ス
と
そ
の
サ
ロ
ン
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
に
引
き
寄
せ

た
、
と
す
る
。
だ
が
、
ア
リ
ス
が
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
」
と
し
て
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
再
構
築
し
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
テ
イ
ラ
ー
以
上
に
、

九
七
年
の
メ
ア
リ
・
キ
ン
グ
ズ
リ
と
の
出
会
い
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
。

メ
ア
リ
と
の
出
会
い
以
降
一
〇
年
間
ほ
ど
は
、
ア
リ
ス
の
単
著
公
刊
の
「
空

白
期
」
陸
「
試
行
錯
誤
の
充
電
期
」
に
相
当
す
る
。
こ
の
時
期
の
ア
フ
リ
カ
経

験
1
1
「
ど
う
生
き
る
か
」
の
摸
索
を
経
て
、
ア
リ
ス
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
執

筆
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

　
第
三
章
は
、
ア
リ
ス
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
メ
ア
リ
・
キ
ン

グ
ズ
リ
の
西
ア
フ
リ
カ
の
旅
を
検
討
す
る
。
メ
ア
リ
の
二
冊
の
著
作
（
『
西

ア
フ
リ
カ
の
旅
』
と
『
西
ア
フ
リ
カ
研
究
騙
）
や
講
演
は
数
多
く
の
読
者
、

聴
衆
を
集
め
た
が
、
従
来
の
地
理
学
は
こ
う
し
た
「
女
性
の
経
験
」
を
排
除

し
て
き
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
近
年
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
歴
史
地
理
学
を
参

照
し
つ
つ
、
西
ア
フ
リ
カ
に
関
す
る
「
知
の
生
産
と
消
費
」
の
問
題
を
解
明

し
て
い
く
。
メ
ア
リ
の
旅
は
二
度
に
及
ぶ
が
、
と
く
に
重
要
な
の
は
白
人
未

踏
の
オ
ゴ
ウ
ェ
川
下
流
域
に
達
し
た
二
組
目
（
一
八
九
四
－
九
五
年
）
で
あ

る
。
こ
の
旅
に
お
い
て
メ
ア
リ
は
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル
ト
、
ジ
ョ
ー
ジ
・

ゴ
ー
ル
デ
ィ
な
ど
現
地
の
イ
ギ
リ
ス
入
貿
易
商
人
の
支
援
を
仰
ぎ
、
風
景
の

「
創
造
」
、
淡
水
魚
の
収
集
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
旅
は
全
体
と
し
て
、
「
発

見
」
志
向
と
い
う
よ
り
も
、
ア
フ
リ
カ
人
と
の
友
情
と
、
そ
の
独
自
の
宇
宙

観
、
世
界
観
（
「
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
）
に
対
す
る
関
心
、
理
解
と
に
ポ
イ
ン

ト
が
あ
っ
た
。
ア
リ
ス
も
、
メ
ア
リ
が
「
女
ら
し
さ
」
、
ユ
ー
モ
ア
を
も
つ

て
い
た
が
ゆ
え
に
、
「
ア
フ
リ
カ
人
の
個
性
」
を
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
た
、

と
評
価
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
／
ア
フ
リ
カ
を
文
明
／
野
蛮
で
は
な
く
、
物
質
的

な
文
明
／
精
神
的
な
文
化
の
対
比
と
捉
え
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
。
た
だ
し

メ
ア
リ
自
身
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
ア
フ
リ
カ
人
の
「
庇
護
者
」
と
な
る
こ
と

を
否
定
し
て
い
な
い
。
他
方
、
宣
教
師
と
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ボ
ー
イ
ズ
」

（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
を
受
け
た
ア
フ
リ
カ
人
）
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
リ
カ
人

の
「
文
化
」
の
破
壊
者
と
し
て
厳
し
く
批
判
し
た
。
ま
た
、
メ
ア
リ
は
一
九

〇
〇
年
、
リ
ベ
リ
ア
の
黒
人
A
・
P
・
カ
ン
フ
ォ
ー
博
士
に
宛
て
て
、
「
ア

フ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
」
を
説
い
て
も
い
る
が
、
こ
の
手
紙
は
エ
ド

ワ
ー
ド
・
W
・
プ
ラ
イ
デ
ン
、
マ
ー
ク
・
C
・
ヘ
イ
フ
オ
ー
ド
師
な
ど
の
ア

フ
リ
カ
人
の
賛
同
を
得
た
。
だ
が
、
メ
ア
リ
は
同
年
、
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
に

従
軍
し
、
ボ
ー
ア
人
（
オ
ラ
ン
ダ
系
入
植
者
）
捕
虜
を
看
護
中
に
亡
く
な
る
。

　
第
四
章
は
、
ア
リ
ス
が
一
九
〇
～
年
、
メ
ア
リ
を
追
悼
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
し
た
ア
フ
リ
カ
協
会
の
歩
み
を
辿
る
。
ア
リ
ス
の
手
紙
に
も
あ

る
と
お
り
、
協
会
は
当
初
、
ア
フ
リ
カ
人
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
西
ア
フ
リ
カ

支
部
構
想
、
植
民
地
行
政
官
批
判
な
ど
、
メ
ア
リ
の
信
念
の
継
承
を
鮮
明
に

し
て
い
た
。
し
か
し
、
協
会
が
発
行
す
る
『
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー

ズ
』
の
創
立
五
〇
周
年
特
集
号
（
～
九
五
一
年
）
は
こ
う
し
た
姿
勢
を
批
判

し
て
お
り
、
こ
の
間
の
変
質
が
検
討
課
題
と
な
る
。
い
ま
一
度
設
立
当
初
の

問
題
に
戻
る
と
、
協
会
は
メ
ン
バ
ー
の
多
様
性
、
自
由
党
と
の
関
係
、
人
種
、

国
籍
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
差
の
な
い
完
全
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
を
特
徴
と
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し
て
い
た
。
だ
が
、
内
部
に
は
創
立
総
会
当
日
よ
り
不
協
和
音
が
あ
り
、
協

会
は
土
木
技
師
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
シ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド
と
元
植
民
地
行
政
官

の
ハ
リ
ー
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
手
に
よ
っ
て
、
次
第
に
植
民
地
行
政
官
等
の

デ
ィ
ナ
ー
・
ク
ラ
ブ
化
し
て
い
く
。
こ
の
変
質
に
ア
リ
ス
は
〇
七
年
以
降
、

度
々
抗
議
行
動
を
起
こ
す
が
失
敗
し
、
　
○
年
代
に
な
る
と
急
速
に
協
会
自

体
へ
の
関
心
を
失
っ
た
。

　
第
五
章
は
、
メ
ア
リ
と
ア
リ
ス
に
と
っ
て
の
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
の
意
味
を

探
る
。
　
一
九
〇
〇
年
、
メ
ア
リ
が
亡
く
な
る
と
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
フ

ロ
ー
ラ
・
シ
ョ
ウ
は
噸
タ
イ
ム
ズ
』
に
投
稿
し
、
「
帝
国
の
責
務
に
殉
じ
た

愛
国
者
」
と
メ
ア
リ
を
称
賛
し
た
。
し
か
し
、
ア
リ
ス
は
こ
の
投
稿
に
疑
問

を
覚
え
、
親
ボ
ー
ア
と
い
う
メ
ア
リ
の
真
意
を
正
し
く
伝
え
て
い
な
い
、
と

反
論
す
る
。
更
に
、
「
メ
ア
リ
の
死
の
意
味
を
、
い
や
南
ア
フ
リ
カ
に
お
け

る
メ
ア
リ
・
キ
ン
グ
ズ
リ
の
測
器
』
の
意
味
を
見
い
だ
す
た
め
に
」
（
二
四

一
頁
）
、
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
島
の
ボ
ー
ア
人
捕
虜
収
容
所
に
向
か
っ
た
。
ア

リ
ス
は
こ
こ
で
一
ヶ
月
あ
ま
り
、
外
国
人
義
勇
兵
を
含
む
捕
虜
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
い
、
「
ボ
ー
ア
人
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
」
が
覚
醒
し
つ
つ
あ

る
こ
と
、
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
に
「
民
族
の
戦
争
」
の
側
面
が
あ
る
こ
と
を
理

解
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
収
容
所
の
環
境
を
改
善
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
に

対
す
る
ボ
ー
ア
人
捕
虜
の
警
戒
感
と
不
信
感
を
と
り
除
く
重
要
性
も
説
い
た
。

た
だ
し
、
ア
リ
ス
は
捕
虜
の
「
男
ら
し
さ
」
の
回
復
を
重
視
し
、
ボ
ー
ア
人

女
性
に
対
す
る
欝
配
り
を
欠
い
た
点
で
、
同
時
代
の
エ
ミ
リ
・
ホ
ブ
ハ
ウ
ス

な
ど
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
し
、
黒
幕
の
視
点
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
諸
経
験
に
加
え
、
イ
ギ
リ
ス
軍
、
ボ
ー
ア
人
骨
陣
営
の
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
人
が
、
親
ボ
ー
ア
感
情
を
共
有
し
つ
つ
も
、
敵
味
方
と
な
っ
て
対
蒔
す
る

構
図
を
知
っ
た
こ
と
は
、
ア
リ
ス
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
ア
リ
ス

は
、
「
南
ア
フ
リ
カ
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
同
じ
で
あ
る
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

は
ボ
ー
ア
人
と
似
た
状
況
に
あ
る
と
と
思
い
至
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題

に
関
す
る
認
識
を
深
め
た
。

　
第
六
章
は
、
ア
リ
ス
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
執
筆
を
検
討
す
る
。
一
八
九
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

年
、
ア
メ
リ
カ
の
出
版
社
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
の
教
科
書
執
筆
を
依
頼
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

き
た
こ
と
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
ア
リ
ス
は
次
第
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史

へ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
執
筆
に
関
心
を
移
し
て
い
く
。
背
景
に
は
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
」
が
危

機
に
瀕
し
た
九
八
年
の
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
（
メ
ア
リ
も
関
与
し
た
「
小
屋
税
論

争
」
）
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
「
連
合
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
同
盟
」
の
設
立
）
の
状
況

も
存
在
し
た
。
一
九
〇
八
年
の
『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
形
成
と
解
体
』
以
降
、

一
〇
作
品
を
数
え
る
ア
リ
ス
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
は
、
物
質
的
な
文
明
／
精

神
的
な
文
化
と
い
う
メ
ア
リ
に
学
ん
だ
対
比
を
援
用
し
つ
つ
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
国
民
の
形
成
力
を
、
征
服
に
よ
る
帝
国
的
拡
大
と
は
無
関
係
の
「
文
化

（
的
統
合
）
力
」
（
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
の
伝
統
」
）
に
求
め
る
。
こ
の

「
文
化
力
」
は
、
「
侵
入
す
る
諸
民
族
を
融
合
し
、
国
民
に
変
え
て
し
ま
う
」

の
で
、
ア
リ
ス
の
出
自
で
あ
る
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
も
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
国
民
に
変
貌
し
、
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
再
生
に
寄

与
し
た
。
こ
う
し
た
ア
リ
ス
の
解
釈
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
歴
史
家
ロ
バ
ー

ト
・
ダ
ン
ロ
ッ
プ
が
恣
意
的
と
批
判
す
る
と
、
ア
リ
ス
も
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
野
蛮
性
の
否
定
」
を
軸
に
反
論
を
展
開
し
、
両
者
の
問
に
論
争
が
起
こ
っ

た
。
こ
の
論
争
を
経
て
、
ア
リ
ス
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
資
料
の
翻
訳
に
関
心

を
寄
せ
る
よ
う
に
な
る
が
、
二
〇
世
紀
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
は
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
（
あ
る
い
は
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
）
と
カ
ソ
リ
ッ
ク
に
分
裂

し
、
ア
リ
ス
が
く
り
返
し
強
調
し
た
「
ひ
と
つ
の
国
民
」
と
い
う
主
張
は
裏

切
ら
れ
て
い
く
。
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結
び
に
か
え
て
は
、
ア
リ
ス
の
サ
ロ
ン
の
変
化
を
辿
り
つ
つ
、
そ
の
「
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
の
物
語
」
の
ゆ
く
え
を
展
望
す
る
。
一
九
〇
〇
年
以
降
、

ア
フ
リ
カ
関
係
者
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
ゲ
ス
ト
が
増
え

た
こ
と
で
、
サ
ロ
ン
は
帝
国
批
判
の
集
団
に
変
化
し
た
。
帝
国
批
判
は
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
将
来
像
の
問
題
と
も
関
連
す
る
。
ア
リ
ス
は
～
八
年
以
降
の
一

連
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
「
ひ
と
つ
の
国
民
」
と

し
て
、
連
合
王
国
の
枠
内
で
の
自
治
で
も
完
全
独
立
で
も
な
く
、
ブ
リ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
自
治
領
と
な
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、

ア
リ
ス
に
は
一
九
＝
ニ
ー
一
六
年
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
武
装
闘
争
に
関
与

し
た
「
逸
脱
」
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
、
元
外
交
官
の
ロ
ジ

ャ
ー
・
ケ
イ
ス
メ
ン
ト
と
の
交
流
を
探
る
必
要
が
あ
る
、
と
本
書
は
提
起
す

る
。
こ
こ
で
話
は
序
の
、
一
枚
の
集
合
写
真
を
め
ぐ
る
書
き
出
し
に
戻
り
、

ま
た
も
印
象
的
に
締
め
く
く
ら
れ
る
。

　
本
書
の
豊
か
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
い
く
と
お
り
も
の
コ
メ
ン
ト
が
可
能

で
あ
る
。
ま
ず
、
同
じ
時
期
の
南
ア
フ
リ
カ
を
専
門
と
す
る
評
者
に
と
っ
て

は
、
第
四
童
・
の
ア
フ
リ
カ
協
会
の
歩
み
が
と
く
に
興
味
深
か
っ
た
。
同
協
会

は
長
く
、
イ
ギ
リ
ス
ば
か
り
で
な
く
欧
米
の
ア
フ
リ
カ
研
究
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
し
、
協
会
が
発
行
す
る
『
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
駈
は
い
ま
な

お
、
ア
フ
リ
カ
研
究
者
に
必
要
不
可
欠
な
学
術
雑
誌
で
あ
る
。
し
か
し
、
評

者
の
知
る
か
ぎ
り
、
協
会
と
雑
誌
の
問
題
に
正
面
き
っ
て
と
り
組
ん
だ
研
究

は
、
少
な
く
と
も
邦
語
で
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
欧
米
の

ア
フ
リ
カ
研
究
、
延
い
て
は
ア
フ
リ
カ
認
識
の
歴
史
を
回
顧
す
る
上
で
真
に

基
本
文
献
と
な
り
得
る
。
ま
た
、
第
三
章
の
メ
ア
リ
の
西
ア
フ
リ
カ
経
験
に

つ
い
て
も
、
ア
フ
リ
カ
人
の
反
応
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国

史
研
究
が
し
ば
し
ば
陥
る
藤
洋
中
心
主
義
の
克
服
に
一
定
程
度
成
功
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
他
方
、
第
五
章
の
ボ
ー
ア
人
観
に
つ
い
て
は
、
ア
リ
ス
と

時
代
背
景
が
異
な
る
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
と
比
較
対
照
す
る
（
二
六
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

二
六
二
頁
）
な
ど
、
整
理
の
仕
方
に
は
若
干
疑
問
が
残
る
。

　
次
い
で
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
と
も
な
っ
て
い
る
「
植
民
地
経
験
」
に
移
り

た
い
。
本
書
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
の
問
題
点
の
一

つ
は
、
帝
国
支
配
が
植
民
地
に
与
え
た
影
響
に
比
し
て
、
移
民
な
ど
い
く
つ

か
の
テ
ー
マ
を
除
き
、
本
国
に
与
え
た
影
響
を
ほ
と
ん
ど
考
察
し
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
に
あ
る
。
他
方
、
今
日
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
史
の
研
究
者
を
申

心
に
、
階
級
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
シ
テ
イ
ズ
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
、
国
内
史
と
帝
国
史
を
結
節
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
盛
ん
で
あ
る
。
こ
の

動
き
は
カ
ナ
ダ
な
ど
白
人
定
住
植
民
地
／
自
治
領
史
の
研
究
者
に
も
影
響
を

与
え
て
お
り
、
「
ブ
リ
テ
イ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
と
帝
国
の
関
係
を
問
う
「
ブ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ワ
ー
ル
ド
」
の
研
究
動
向
に
帰
結
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国

内
史
と
帝
国
史
の
結
節
、
「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ワ
ー
ル
ド
」
双
方
の
研
究

と
も
、
本
国
に
対
す
る
帝
国
支
配
の
影
響
に
つ
い
て
、
十
分
に
意
識
し
て
い

る
と
は
い
え
な
い
。
こ
う
し
た
歴
史
研
究
の
現
状
と
は
対
照
的
に
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ニ
ア
ル
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
立
場
に
立
つ
研
究
者
は
、

よ
り
意
識
的
に
、
「
周
縁
」
と
の
か
か
わ
り
が
「
中
心
」
の
構
築
に
資
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

き
た
こ
と
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
種
の
研
究
に
は
、
実

証
性
、
具
体
性
な
ど
の
側
面
で
問
題
点
が
残
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
本
書

の
植
民
地
経
験
の
議
論
は
、
か
か
る
諸
般
の
研
究
を
渉
猟
し
つ
つ
も
、
そ
の

長
短
を
よ
く
認
識
し
、
本
国
の
人
間
に
と
っ
て
帝
国
と
は
何
を
意
味
し
た
か
、

と
い
う
問
題
を
具
体
的
に
追
究
し
た
点
が
独
創
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ

の
こ
と
は
、
本
国
人
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
帝
国
意
識
を
批
判
す
る
ば
か
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り
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
、
｝
部
の
研
究
の
硬
直
し
た
状
況
を
打
開
し
、
広
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
他
者
と
の
関
係
を
考
察
す
る
上
で
も

力
と
な
り
得
る
。

　
た
だ
し
、
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
メ
ア
リ
、
ア
リ
ス
と
い
う
個
人
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
討
す
る
こ
と
と
、
「
世
紀
転
換
期
と
い
う
時
代
、
大
英

帝
国
と
い
う
空
間
を
再
考
」
す
る
こ
と
と
の
関
係
で
あ
る
。
確
か
に
、
「
プ

ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
な
問
題
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
問
題
と
確
実
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
（
二
二
一
頁
）
は
ず
で
あ
る
し
、
「
ア
リ
ス
・
グ
リ
ー
ン
を
有
名
な
サ
ロ

ン
の
女
主
人
に
押
し
あ
げ
た
も
の
こ
そ
、
ま
さ
し
く
、
世
紀
転
換
期
と
い
う

時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
」
（
九
二
頁
）
と
い
う
主
張
も
首

肯
で
き
る
。
し
か
し
、
メ
ア
リ
、
ア
リ
ス
の
社
会
的
、
時
代
的
影
響
力
に
つ

い
て
は
、
第
三
章
で
メ
ア
リ
の
著
作
の
読
者
、
講
演
の
聴
衆
を
検
討
し
、
第

六
章
と
結
び
に
か
え
て
で
植
民
地
経
験
の
「
ゆ
く
え
」
を
展
望
す
る
も
の
の
、

な
お
判
然
と
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
帝
国
の
枠
組
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
二
人
の
時
代
的
限
界
に
つ
い
て
も
、
考
察
は
不
足
し
て
い
る
。
評

者
の
考
え
で
は
、
一
つ
の
打
開
策
は
、
メ
ア
リ
の
西
ア
フ
リ
カ
「
間
接
統

治
」
論
（
イ
ギ
リ
ス
人
商
人
が
沿
岸
部
の
現
地
人
の
協
力
を
大
々
的
に
仰
い

で
統
治
す
る
、
と
い
う
構
想
。
一
八
五
頁
）
と
、
ア
リ
ス
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

「
自
治
領
」
論
と
の
関
係
を
、
西
ア
フ
リ
カ
史
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理
も
含
め
よ
り
綿
密
に
探
る
こ
と
に
あ

る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
紀
転
換
期
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
上
の
二
人

の
配
置
も
一
層
明
確
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
難
し
い
問
題
で

あ
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
問
題
点
は
本
書
の
価
値
を
減
じ
は
し
な
い
。
く
り

返
し
に
な
る
が
、
本
書
の
意
義
は
な
か
ん
ず
く
、
個
々
の
人
間
が
帝
国
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
と
り
結
ん
で
い
た
の
か
を
具
体
的
に

追
究
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
追
究
を
下
支
え
す
る
の
は
、
あ
と
が
き
に
も

あ
る
徹
底
的
に
ア
ー
カ
イ
ヴ
ァ
ル
な
作
業
で
あ
る
。
と
く
に
、
第
一
　
章
の
ア

リ
ス
・
グ
リ
ー
ン
文
書
等
の
分
析
は
感
銘
深
い
。
本
書
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
先
行
研
究
に
対
し
て
、
新
し
い
シ
ェ
ー
マ
を
提

示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
メ
ア
リ
と
ア
リ
ス
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
き
わ
め
て
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
参
政
権
運

動
ば
か
り
が
女
性
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
関
わ
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、

延
い
て
は
女
性
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
以
外
の
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
抱
え

て
い
た
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に
、
以
上
の
植
民
地
経
験
の
議
論
が
、
井
野
瀬
氏
の
学
際
的
、
国

際
的
な
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
た
い
。
氏
は
こ
れ
ま
で
国

内
外
に
お
い
て
、
英
文
学
、
人
類
学
、
地
域
研
究
な
ど
異
分
野
間
の
交
流
に

力
を
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
。
本
書
の
内
容
も
、
そ
う
し
た
成
果
に
負
う
と
こ

ろ
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
本
書
の
基
本
的
方
法
は
人
類
学
者
と
の
共
同

珊
究
（
粟
本
英
世
・
井
野
瀬
久
美
恵
編
『
植
民
地
経
験
一
人
類
学
と
歴
史

学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
臨
人
文
書
院
、
…
九
九
九
年
）
に
拠
る
部
分
が

大
き
い
し
、
ア
フ
リ
カ
女
性
史
、
市
民
社
会
な
ど
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
も
、
本
書
に
多
大
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
ア
ー
カ
イ
ヴ
ァ
ル
で
あ
る
と
同
時
に
学
際
的
で
あ
り
、
か
つ
問
題
意
識

を
豊
か
に
含
ん
で
い
る
点
に
、
本
書
の
魅
力
は
あ
る
。
本
書
が
一
般
の
帝
国

論
を
は
じ
め
、
帝
国
と
植
民
地
を
め
ぐ
る
平
し
い
出
版
物
に
飽
き
足
り
な
い

読
者
に
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
念
じ
つ
つ
、
筆
を
潤
き
た
い
。

（549）

（
付
聾
本
書
の
内
容
は
、
客
ω
ぎ
げ
Φ
嵩
§
§
き
ミ
§
寝
、
N
寒
“
貯
§
鵬



じd

~
慧
寧
愚
賊
糞
b
ヴ
一
〇
〇
巨
ロ
α
q
醇
。
口
き
仙
罰
象
き
巷
〇
一
一
ω
払
ゆ
O
一
（
井
野
瀬
久
美
恵
訳

『
女
た
ち
は
帝
国
を
破
壊
し
た
の
か
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
女
性
と
イ
ギ
リ
ス
植
民
地

一
輪
冷
泉
轡
館
、
二
〇
〇
三
年
）
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
『
史
林
』
八
七

…
一
（
二
〇
〇
四
年
）
の
金
澤
周
作
氏
の
紹
介
と
と
も
に
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

①
評
者
の
考
え
で
は
、
南
ア
フ
リ
カ
（
の
イ
ギ
リ
ス
系
入
植
者
）
と
イ
ギ
リ
ス
の

　
ボ
ー
ア
人
観
は
、
帝
国
支
持
／
批
判
、
親
／
反
ボ
ー
ア
の
二
つ
の
軸
に
よ
っ
て
、

　
四
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
分
類
に
従
え
ば
、
ア
リ
ス
は
帝
国

　
批
判
の
親
ボ
ー
ア
派
と
な
り
、
同
時
代
の
、
帝
国
支
持
の
親
ボ
ー
ア
派
、
帝
国
批

　
判
の
反
ボ
ー
ア
派
（
社
会
的
、
時
代
的
影
響
力
を
考
え
る
と
、
と
く
に
前
者
）
と

　
の
比
較
対
照
こ
そ
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
レ
デ
ィ
・
サ

　
ラ
・
ウ
ィ
ル
ス
ン
、
レ
デ
ィ
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
セ
シ
ル
な
ど
、
帝
国
支
持
の
反

　
ボ
ー
ア
派
と
の
比
較
対
照
（
二
五
三
－
二
五
四
買
）
も
、
や
や
迂
遠
な
印
象
を
免

　
れ
な
い
。

②
例
え
ば
、
P
9
嘗
撒
ぎ
P
O
こ
§
ミ
、
§
駐
ミ
㍉
さ
建
§
ヒ
d
ミ
自
象
起
§
寧

　
肉
ミ
尋
♪
≧
δ
資
ピ
§
ρ
卜
。
O
O
一
（
平
田
雅
博
・
細
川
道
久
訳
『
虚
飾
の
帝
国
…

　
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
か
ら
オ
ー
ナ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
へ
1
騙
日
本
経
済
評
論
社
、

　
二
〇
〇
四
年
。
）

③
例
え
ば
、
O
．
し
σ
「
賦
α
Q
⑦
き
匹
囚
．
鳴
巴
。
δ
≦
一
3
（
Φ
山
ω
．
）
》
§
断
じ
。
ミ
§
き
、
ミ
、

　
b
貯
愚
。
§
9
ミ
ミ
恥
§
職
§
翫
§
囲
。
銭
。
戸
鱒
O
O
G
。
．
南
ア
フ
リ
カ
史
研
究
と

　
「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ワ
ー
ル
ド
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
～
九
世
紀
末

　
ケ
ー
プ
植
民
地
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
『
人
文
知
の
新
た
な
総

　
合
に
向
け
て
』
（
二
一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
多
元

　
早
撃
文
学
の
拠
点
形
成
」
第
二
回
報
告
書
王
〔
歴
史
篇
〕
）
、
二
〇
〇
四
年
、
三
七

　
七
一
皿
二
七
八
頁
。

④
南
ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
っ
て
は
例
え
ば
、
〉
・
い
Φ
。
。
け
①
同
ψ
ξ
ミ
ミ
さ
§
ミ
謝
、

　
G
謎
ミ
§
頓
寒
ミ
ミ
跨
§
ミ
蔦
ミ
§
き
G
§
ミ
凹
き
ミ
》
転
画
ミ
犠
ミ
b
u
試
§
タ
じ
。
㌣

　
侮
o
P
8
0
ご
N
9
鼠
餌
α
q
β
げ
き
Φ
Ψ
じ
誉
ミ
嘱
，
薦
馬
山
脚
§
馬
羅
き
ミ
象
肉
ミ
魯
G
貯
吻
恥
鳥
ミ

　
○
ミ
§
、
営
b
u
識
膏
§
§
ミ
O
匙
§
執
ミ
き
ミ
｝
事
業
○
ぼ
＄
α
q
P
鳴
O
O
野
ス
チ
ュ

　
ワ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
の
「
黒
い
イ
ギ
リ
ス
人
」
に
つ
い
て
は
、
井
野
瀬
久
美
恵

　
轟
イ
ギ
リ
ス
㎞
を
創
り
直
す
ー
ブ
リ
テ
ン
、
帝
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ー
」
谷

　
川
稔
編
『
歴
史
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
㎞
山
川
出
版
社
、

　
一
一
〇
〇
一
二
年
、
一
工
ハ
＝
一
…
二
⊥
ハ
⊥
ハ
頁
。

　
（
A
5
判
　
四
七
二
頁
　
二
〇
〇
四
年
三
月
　
人
文
書
院
　
四
八
○
○
円
＋
税
）

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

）

（550）130




